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河出書房新社 1996年

「エドノミクス  江戸の経済事情」
江戸のショッピングエリア、金貨一両の価値、江戸のリサイクル事情、
下級武士の内職などの資料から江戸っ子の金銭感覚が見えてくる!?
時代小説をさらに楽しむ副読本としてご活用ください。
■常設展示▶「日比谷図書館の歴史」「太田道灌コーナー」
■特別展示▶「鎌倉と江戸－中世と近世の武士－」（三角台）（～12月中旬）

「物流×消費2014  ～モノの流れの明日を読む～」
国際物流ハブ、TPP（環太平洋パートナーシップ）協定、フェアトレード、
フードデザートなど、国際的な課題と地域的な課題が交差する物流と
消費のこれからについて考えます。
■「UPDATE―ビジネスや仕事に役立つ時事ネタ棚―」
■常設展示▶「アメリカンシェルフ」

「解説で選ぶ本」（12月中旬～）
普段、何気なく目にしている「解説」に焦点を当て、タイトルや著書名
からではない、“第三者の目”から選ぶ読書を提案します。
■「ことば典の世界」（～12月中旬）

副題の通り、記憶、幻覚、知覚と
いった心的現象を多様な芸術を切
り口に考察している。
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※展示内容は変更する
　場合がございます。

【図書フロアからのお知らせ】
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i padで「聞蔵Ⅱスマホ版」も使えます！
朝日新聞・アエラ・週刊朝日の過去10年分の記事を、テーマやキーワードで検
索できる、朝日新聞社のデータベース「聞蔵IIスマホ版」のiPadでの提供を開
始します。調べものや時事ネタ収集にどうぞ！

10月29日、横浜市で開催された第15回図書館総合展で「ライブラリー・オブ・
ザ・イヤー2013」の表彰式がありました。当館は、従来の図書館にプラスして、
ミュージアムもあり、文化活動の場となっています。本と人、人と人との交流か
ら学び、つながることのできる複合施設として、新しい活動に意欲的に取り組
んでいる点が評価され、優秀賞をいただきました。今年9月には来館者100万人
達成し、より一層皆さまに愛される公共図書館を目指してまいります。

日比谷図書文化館が
「Library of the Year 2013 優秀賞」
を受賞しました！

「Library of the Year」とは
これからの日本の公共図書館のあり
方を示唆する、先進的な活動を行っ
ている機関（図書館に限らない）に対
して、NPO法人知的資源イニシアティ
ブ（IRI）が毎年授与する賞で、今年は
第８回目になります。

▲表彰状を受け取る山岸幸雄館長。

▲表彰の盾は当館1階に飾っています。

3階 グリーンゾーン ＜哲学・歴史・自然科学・技術工学＞などの本を集めた図書フロア

＜メイン展示＞『ものづくりからfabr icat ionの時代へ！』

● 他にも、「地図」「家電」「刺繍」などの今と昔も比べてみましょう。また、先人たちの偉業を学べる本も紹介しています。

＜講座関連＞「グリーン・イノベーション～環境と持続可能な社会の実現に向けて～」
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東京メトロ
●千代田線 
●日比谷線
●丸ノ内線 
「霞ヶ関」 徒歩5分
JR「新橋」徒歩10分

都営地下鉄
●三田線

「内幸町」 徒歩3分

駐車場
当施設に駐車場は
ございません。
公共機関を
ご利用ください。

a c c e s s

■お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館　
　〒100- 0012 千代田区日比谷公園1-4　TEL：施設代表 03-3502-3340　
　図書総合カウンター 03-3502-3343　URL：h t t p : // h i b i y a l . j p

c a l enda r 開館時間：平日10時～22時、■土曜10時～19時、■日祝10時～17時、■休館日
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千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

※12月29日（日）～1月3日（金）▶年末年始休館
※1月18日（土）、19日（日）▶図書特別整理による部分（図書フロア）休館

古書で紐解く近現代史セミナー 第4回
『群書類従』とその精神の継承－本の中身を伝えるということ－
講師：齊藤 幸一 （公益社団法人温故学会理事長）
ナビゲーター：菅谷 彰 （千代田区立千代田図書館ゼネラルマネージャー）
江戸期の偉人・塙保己一が編纂し、今日まで継承されている『群書類従』と、貴重
な古書が手に取って読める当館所蔵の内田嘉吉文庫。双方を手掛かりとして、「本
の中身を伝える」ことをテーマに、講師とナビゲーターの二人がお話しします。
■ 日時：11月30日（土）14：00～16：00（13：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 　■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）※千代田区民の方は、当日、図書貸出券や健康保
険証など住所が確認できるものをお持ちください　■ 申込み：電話（03-3502-3340）

明治官僚・内田嘉吉の漢学の素養
ナビゲーター：森田 健太郎 
　　　　　　　 （特別研究室ナビゲーター）

逓信官僚・内田嘉吉が求めた江戸期以来の教
養書や、漢学の素養を窺わせる数々の貴重な
資料をご紹介します。
■ 日時：12月19日（木）
　 18：30～20：00（18：10より受付）
■ 会場：4階 セミナールームA
■ 定員：20名（申込順）    ■ 参加費：500円
■ お問合せ：特別研究室  電話（03-3502-3340）

塙保己一 正装座像
写真提供：公益社団法人温故学会

貞観政要

ぶびし

第1部「漢学の素養－内田嘉吉が求めた明治に伝わる江戸期の教養」
「近代日本を支えた江戸・明治の教養」

ぐんしょるいじゅう群書類従じょうがんせいよう

4階  特別研究室企画展示のご案内

武備志

＜展示解説セミナー＞
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＜講演会＞

開催中

12月28日（土）
入場無料

塙保己一（はなわほきいち）が編纂し、
古代から江戸時代初期までの国史・
国文学を主に収めた一大叢書。

唐の時代、貞観の治とよばれる平和な時代をもたら
した治政の要（かなめ）が記されており、古来から帝
王学の教科書とされてきた。

膨大な図譜が添付されている、明代中
国の兵法書。1621年に刊行され、全240
巻に及ぶ。

2013年12月1日（日）　2014年3月31日（月）提供期間

デジタル工作機器の小型化・低価格
化が急激に進み、生産者と消費者が
分断されていた今までの“ものづく
り”が大きく変わろうとしています。
今と昔とを比べながら、誰もが生産
者となり得る、この時代のものづく
りを考えます。

貸出サービス



【責任表示（せきにんひょうじ）】目録を作成するときの規則上の用語で、資料の内容に責任を持つ個人や団体を指す。具体的にいうと、本文の著者や編纂者、作家や画家などのこと。以前は「著者表示」という言葉を使っていたが、図書以外の資料を扱うことが増えてきたために変更された。教えて！ 図書館用語
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シリーズ 「文化資源の愉しみ方」 第1弾
『響夜学～経営と文化のいい関係を考える～』
第1回 「文化を守るには」
講師：徳川 義崇 （徳川黎明会会長、徳川美術館館長、八雲産業代表取締役社長）
「響夜学（ひびやがく）～経営と文化のいい関係を考え
る～」では、「経済と文化」を両輪として活動している識
者を招き、経済活動のなかで有機的に結びついた文化
豊かな社会づくりをともに考えます。第1回は、尾張徳
川家第22代当主である徳川義崇（とくがわよしたか）
氏と、地域コミュニティの活動、とくに「祭り」を切り口
にして、文化継承のあり方や次世代育成の方法論、文
化を守っていくかたちをともに考えます。（主催：一般
財団法人デジタル文化財創出機構、企画：連想出版）
■ 日時：12月4日（水） 講演：   19：00～20：00（18：30より受付）　
　　　　　　　　　  懇親会：20：15～21：15
■ 会場：4階スタジオプラス（小ホール）　
■ 定員：40名　■ 参加費：3000円（懇親会費用含む）
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第20回江戸歴史講座
出光美術館「江戸の狩野派－優美への革新」展 連携企画
江戸の美－狩野派の革新的な美
講師： 宗像 晋作 （出光美術館 学芸員）
狩野派は、始祖の正信(まさのぶ)（1434～1530）が室町幕府の御用絵師
となったことに端を発し、以降も血縁を基本としてその地位と画法を継
承し、およそ４００年の長きにわたって画壇の中心的な存在であり続け
た日本絵画史上の最大画派です。本講座では、狩野探幽の絵画作品の
革新的な側面を中心に、江戸狩野の魅力をご紹介します。
■ 日時：12月5日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）
※千代田区民の方は、当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるも
のをお持ちください。

1214
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(木)

ひびや落語会＠ライブラリー噺 -伍-
出演：柳家 さん生、柳家 甚語楼、他
今回のひびや落語会は、赤
穂浪士討ち入りの日。忠臣
蔵に絡む演目も期待出来
る中、冬といえばこの噺！と
いうラインナップでお送り
します。「夢金」「芝浜」など
冬の情景が見えてくるよう
な素晴らしい古典落語の
世界を堪能してみません
か？（主催：DNA／協力：ジ
グノシステムジャパン）
■ 日時：12月14日（土）14：00～16：00（13：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）　■ 定員：200名
■ 参加費：木戸銭（全席自由）：前売2000円／当日 2500円／千代田区民1500円
※千代田区民の方は、当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるも
のをお持ちください。
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ピースビレッジ 第19回

「アインシュタインや
スティーブ・ジョブズを育てる社会を目指して」
講師：小田 知宏 （ＮＰＯ法人発達わんぱく会理事長）
発達障がいは早期に適切な療育を受ければ、健全に
発達して自立生活を送る事が可能であるばかりか、
集中力が高い、行動力がある、努力の継続等の長所
を生かして、「天才」と呼ばれるような成功を収める
人たちもいます。彼らを活かして日本の社会をどう変
える？（主催：NPO法人 世界連邦21世紀フォーラム）
■ 日時：12月7日（土）14：00～16：30（13：30より受付開始）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名　■ 参加費：3000円

第21回 江戸歴史講座 幕末軍事事情
－ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」から考える－
講師：小西 雅徳 （日本銃砲史学会理事・板橋区教育委員会学芸員）
会津のジャンヌ・ダルクと呼ばれた山本八重は慶応四年（1868）、戊辰戦争
での会津籠城戦で、アメリカ輸入の連発スペンサー銃を使用して官軍側に
対抗した女傑でした。彼女がなぜ鉄砲を構えることになったのか、幕末期
における砲術、軍事制度のあり方か
ら歴史的背景を考えると同時に、幕
末期に生まれた多様な人材によって
近代日本の土台が築かれたことを、
ＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」にて資
料提供・技術提供を行った、小西雅
徳氏にご紹介いただきます。
■ 日時：12月26日（木）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階  スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）※千代田区民の方は、当日、図書貸出券
や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

 12・1月の講座 
▶ 参加申込：電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講座名、
お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約を承り
ます。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの場合はご連
絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民割引のある講座は、当日、図書貸出
券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

e v e n t  s c h e d u l e

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

千代田区・米国大使館 第2回アメリカン・シェルフ講演会
「アメリカの公共図書館における
トレンド分析とマーケティング」
講師：アルカ・バトゥナガー（米国大使館広報・文化交流部情報資料担当官）
トレンド分析の専門家としてニュージャージー州立図
書館で勤務したほか、ビジネス、サイエンス、キャリア
支援の専門家として大学、公共図書館で30年近く勤
務した講師がユーザー中心のナレッジ・マネジメント
のプロとしてアメリカの公共図書館の様々な取り組み
について講演します。（逐次通訳付き）
■ 日時：12月13日（金）19時～20時30分（18時30分より受付）
■ 会場：日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：無料

1213
(金)

1212
(木)

千代田区民講座　音のサロン 第6回
名曲の数 を々「オーディオ用高音質ディスク」で聴く
～ベートーベン「第九」が変えたレコードの歴史～
講師：森 芳久 （日本オーディオ協会諮問委員、同協会「音の日」実行委員長）
エジソンが発明した蓄音機は世界で初めて人の声
や音楽を録音することに成功しました。その後、多く
の音楽家や技術者たちの努力で、音質や記録時間
などが飛躍的に向上し、今日のCDやBlu-rayなどの
高音質メディアを誕生させました。ベートーベンの
「交響曲第9番」がその歴史に果たした意外な影響
などと共に、ご一緒にレコードの歴史をたどります。
■ 日時：12月12日（木）18：30～ 20：00（18：00より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名　■ 参加費：無料

柳家 さん生 柳家 甚語楼

1214
(土)

「旅する漱石～文豪の歩いた道をたどって～」
講師：牧村 健一郎 （朝日新聞社記者）
鎌倉、江の島、京都、熊本、松山、ケンブリッジ、パリ
に大連……飛行機も新幹線もない明治時代、夏目
漱石の旅は日本全国、そして世界にまで広がって
いた──朝日新聞の“後輩”記者・牧村氏が追体験
した漱石の旅。当時のエピソードを交えながらおく
る旅のお話、ぜひお楽しみください。（主催：株式会
社ネットアドバンス）
■ 日時：12月14日（土）14:00～15:30（13:30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　
■ 定員：60名　■ 参加費：2000円

12 17
(火)

源氏物語、そのゆるぎなき表現（全3回）
第3回「源氏物語のドラマ性」
講師：林 望 （作家・国文学者）　
ゲスト：石山 智恵 （フリーキャスター）
見事な表現によって彩られている『源
氏物語』。この名作の「表現」に着目し、
いくつかのテーマを設けて物語中の特
に筆の冴えを見るべきところを抽出し、
詳しく読んでいく全3回講座です。第3
回は、NHKラジオ『つながるラジオ』な
どのキャスターとして知られ、放送の世
界でご活躍の石山智恵氏をお迎えし、源氏物語のなかでも特にドラマ性の
顕著なところを抜き出して、朗読劇として源氏物語を読んでいきます。朗読の
パフォーマンスのスペシャリスト石山氏と、『謹訳源氏物語』著者林氏のふた
りで読む、「ラジオ名作座」風の源氏物語は必見です。（主催：上廣倫理財団）
■ 日時：12月17日（火）18：30～20：30（18：00より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）　■ 定員：200名　
■ 参加費：500円（千代田区民及び学生は無料）※千代田区民の方は、当日、図書
貸出券や健康保険証など住所が確認できるもの、学生の方は学生証をお持ち下さい。

▲13ドイムハンド
モルチール砲・砲弾

幕末明治 板橋区立
郷土資料館所蔵

1 9
(木)

シリーズ「文化資源の愉しみ方」第1弾
『響夜学～経営と文化のいい関係を考える～』
第2回 「小布施町 30年の軌跡」
講師：市村 次夫 （株式会社小布施堂、株式会社桝一市村酒造場代表取締役）
北信地域随一の文化のまち、地域振興のモデルとして、世界的にも著名な長
野県小布施町で酒造業や菓子業を営む小布施堂は、景観や街づくり、地域活
力の源である人材育成などに大きな力を発揮しています。「響夜学（ひびやが
く）～経営と文化のいい関係を考える」シリーズ第2回
は、小布施堂の市村次夫氏を招き、地域の経済活動に
文化資源や文化事業をいかに位置付け、持続性ある活
動として何を次世代につなげるかを考えます。（主催：
一般財団法人デジタル文化財創出機構、企画：連想出版）
■ 日時：1月9日（木） 講演：19：00～20：00（18：30より受付）
　　　　　　　　  懇親会：20：15～21：15
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　
■ 定員：40名　■ 参加費：3000円（懇親会費用含む）

1 10
(金)

千代田区民講座 

脳と心 人体の神秘を語る
講師：林 勝彦 （元NHKプロデューサー、科学ジャーナリスト）
生命38億年の進化の結晶であり、神秘に満ちた人体。最大の謎は「脳と
心」と言われています。ストレス社会と言われる現代、心の病を患う人もい
れば、100歳を超えて元気に活躍する人もいる。そんな人体の不思議につ
いて、NHKスペシャル『驚異の小宇宙・人体』4シリーズ(脳と心、遺伝子、
DNAなど)の元プロデューサーが語ります。（主催：神田雑学大学）
■ 日時：1月10日（金）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　
■ 定員：60名　■ 参加費：無料

1 15
(水)ほか

1 22
(水)

デキるグローバルビジネスパーソンになるための財務塾2013

企業価値創造の総まとめ
講師：手島 直樹 （経営コンサルタント、インサイトフィナンシャル（株）代表取締役）
第1回目は「経営再建」に成功した企業、もしくは成
功しつつある企業を取り上げ、復活への足取りを辿
りながら企業価値創造のプロセスを確認します。
第２回目は、「創業経営者の経営」を取り上げ、リ
スクをコントロールしながら企業価値を創造して
いている彼らの経営のツボについて考えます。
■ 日時：1月15日（水）第１回
　 　　  「どのように企業は再生されるのか？」
　 　　  1月29日（水）第2回
　 　　 「創業経営者の経営は何が違うのか？」
いずれも19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：40名　■ 参加費：3000円（2回分）

HIBIYAイノベーション・キャンパス
「【初級・体験版】イノベーティブ・デザイン思考
－解空間の見える化からアイディアを創造する」
講師：石橋 金徳 （慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科特認助教授）

富田 欣和 （慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科教員）
麻生 陽平 （慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科教員）

古文書塾てらこや発！  江戸文化特別講座（全 7 講座）
日比谷カレッジ「古文塾てらこや」の多彩な講師陣による特別講座を開講いたします。
江戸時代を中心とした資・史料、伝書、手紙などを用いながら、具体的に歴史の真実に迫
ります。各講座とも全5回での開催となります。

❸「大久保利通の手紙を読む」
■ 日時：1月7日（火）～　19：00～20：30
建白書などを通じて、大久保の軌跡を具
体的に深く理解します。

■ 会場：4階  セミナールームA、B（会議室）　■ 定員：20名　
■ 参加費：各講座共13,650円＋資料代500円（5回分）　■ 申込み：電話（03-3502-3340）

❶「浮世絵を読む」
■ 日時：1月27日（月）～　15：00～16：30
色鮮やかな浮世絵版画を「読み」ながら、
江戸文化を満喫します。

❷「文人画と碑文－掛軸を読む－」
■ 日時：1月6日（月）～　18：30～20：00
くずし字と漢詩文の両方を学びながら、豊饒な
文人世界を読み解きます。

❹「くずし字で読み解く茶の湯の伝書」
■ 日時：1月9日（木）～　13：30～15：00
江戸時代の人々がどのように茶の湯を享受して
いたかを探ります。

❼ 絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎（応用編）
■ 日時：1月18日（土）～　14：00～15：30
江戸歌舞伎の名作を、くずし字で読み解きます。

❺「江戸を楽しむ－年中行事－」
■ 日時：1月16日（木）～　18：30～20：00
江戸時代の人々の生活に密着していた年中行事のよもやま話を楽しみます。

❻絵と文字で楽しむ江戸歌舞伎（入門編）
■ 日時：1月18日（土）～　10：30～12：00
くずし字についても歌舞伎についても、一からお話します。

お  ぶ  せ

コ ン シ ェ ル ジ ュ よ り

図書特別整理による部分（図書フロア）休館のお知らせ
2014年1月18日（土）、19日（日）
図書の特別整理を実施するため、2・3階の図書フロア部分を臨時休館します。（図書の
貸出・閲覧席の利用等ができなくなります。本の返却は国会通り側ブックポストをご利用
下さい。一部の資料を除く）図書フロア以外の施設は通常どおり利用できます。
1月20日（月）は休館日です。（文化財事務室は除く）

今年も日比谷図書文化館ではクリスマスツリーが皆さまをお迎えし
ています。期間中、コンシェルジュによる近隣のイルミネーションな
どクリスマスに関する様々な情報もご案内しています。ぜひ素敵な
クリスマスを過ごすための参考にしてください。

M e r r y  C h r i s t m a s  !

好評「【初級・体験版】イノベーティブ・デザイン思考」の第3弾。初参加の
方、第1・2弾に参加された方も新たに学べる内容です。新規ビジネス提案
から職場の人間関係構築まで、様々な場で役立つイノベーティブ思考をぜ
ひ体験してみてください。ワークショップ初心者の方も大歓迎です。※ワー
クショップ形式の講義です。（主催：イノベーティブ・デザインLLC）
■ 日時：1月22日（水）19：00～21：00（受付開始18：30）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）　
■ 定員：48名　■ 参加費：3000円

■ 期間：2013年12月1日（日）～12月25日（水）　■ 場所：1階ホール

定員に達したため、
受付を終了しました。


